

















いと思う。  （修士 1 年  業天唯正）  







































 展示室は 1 階から 3 階まであり、1 階と 2 階は
「世界の生活文化」と題して各地の民俗資料が、3
階には「世界の考古美術」として考古資料が展示
されている。天理参考館の集める資料は布教活動
を行っている地域と重なっており、実際に世界の
すべての地域をカバーしているわけではなかった
が、それでも多彩な品々が見られた。1 階では、
アジア、中南米、オセアニアといった地域の展示
が見られた。色鮮やかな民族衣装や生活用品など
が目を引いた。中でも中国の商店が使用していた
看板にあたる幌子は、商店の扱うものをそのまま
描いたものもあれば、あまり関係ないように見え
るものを吊り下げているものもあり、その由来が
興味深かった。また、パプアニューギニアに住む
部族が作った乾し首には驚かされた。人間の顔を
そのまま縮小したような外見からだと呪いのため
の道具かと思われたが、後に調べたところ、実際
には持つものの呪力を高める力があるのだそうだ。
他に復讐を願う魂を閉じ込めておくのだという解
釈もあるらしいが、こちらのほうが納得のいく理
由に思えた。2 階には日本から南北アメリカに移
民した人々の生活を教える生活用品や、主に江戸
時代の日本の文物、それに交通にまつわる品々が
展示されていた。この階の展示品も天理参考館の  
 他にも問題点はいくつか見られたが、天理参考
館は展示されている資料の数も多く、見学者のこ
とを考えた施設であるということは確かだ。昨今
は宗教団体というと負のイメージで捉えられがち
だが、このような方法で社会に自らの利益を還元
する活動を行う団体もある。宗教団体ということ
だけで見ることなく、何をしたのか、何をしてい
るのかということで評価すべきである。天理教の
詳細については良く知らないが、天理参考館につ
いては社会に貢献している立派な博物館であると
いえる。宗教団体に限らず、活動を行う際に手に
入れた貴重な品々を公開するという姿勢は大切だ
ろう。個々の博物館にも事情はあると思われるが、
これからは生涯学習という観点からも博物館を教
育のための施設として利用していけるような方向
で活動に取り組んでいくべきである。 
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